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2 石川県中央会会報

中小企業の労働事情
Ⅰ 調査のあらまし

本調査は、石川県内における中小企業の労働事情を的確に把握し、適正な中小企業労
働対策の樹立、並びに時宜を得た中央会労働支援方針の策定に資することを目的と
する。

石川県中小企業団体中央会

平成25年7月1日（月）

平成25年7月1日（月）から平成25年7月10日（水）まで

石川県下の事業所を、業種別・従業員規模別に選定し、調査票を送付し回答を求めた。
調査結果は石川県中小企業団体中央会において集計し取りまとめた。

800企業（製造業55％、非製造業45％）

□経営に関する事項 
□労働時間に関する事項 
□有給休暇に関する事項 
□新規学卒者に関する事項
□高齢者の雇用に関する事項
□賃金改定に関する事項
調査票は全国中小企業団体中央会が作成した統一様式。後掲「平成25年度中小企業
労働事情実態調査票」。 

Ⅱ 回答事業所概要
調査票送付数：800企業
回答事業所数：384企業（回収率：48％）

＜業種別回答企業数＞
業　　　　　種 回答数

1.	 食料品、飲料・たばこ・飼料製造業 24
2.	 繊維工業 20
3.	 木材・木製品、家具・装備品製造業 10
4.	 印刷・同関連業 16
5.	 窯業・土石製品製造業 12
6.	 化学工業、石油・石炭製品、ゴム製品製造業 3
7.	 鉄鋼業、非鉄金属、金属製品製造業 53
8.	 生産用・業務用・電気・情報通信業・輸送用機械器具製造業 26
9.	 パルプ・紙・紙加工品、プラスチック製品、なめし革・同製品・毛皮、その他の製造業 27
10.	情報通信業（通信業、放送業、情報サービス業、インターネット付随サービス業、映像・音声・文字情報制作業） 14
11.	運輸業 15
12.	総合工事業 18
13.	職別工事業（設備工事業を除く） 10
14.	設備工事業 3
15.	卸売業 56
16.	小売業 26
17.	対事業所サービス業（物品賃貸業、専門サービス業、広告業、技術サービス業、廃棄物処理業、職業紹介・労
働者派遣業、その他の事業サービス業等） 35

18.	対個人サービス業 16
合　　計 384

注意：業種は回答して頂いた業種によって分類しております。

１．	調 査 目 的

２．	調 査 機 関

３．	調 査 時 点

４．	調査実施期間

５．	調査実施方法

6．	調査対象事業所数

7．	調 査 内 容

8．	調査票様式
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「平成25年度中小企業労働事情実態調査結果報告」

＜従業員規模別回答企業数＞
従業員数 回答数

１～９人 92
１０～２９人 137
３０～９９人 124
１００～３００人 31
　合　　計 384

Ⅲ 調査結果の概要
以降の調査結果においては、前述の単純集計をより見やすくすることで示唆が得られるもの、分析によっ

て有効な結果が出たものを記載しております。
注意： 規模や業種による分類等、2つ以上の質問の回答を使用する場合、両方の質問に回答して下さった企業のみ

カウントしております（単純集計の数値とは異なります）。

設問１）従業員の雇用形態別比率について
石川県は、全国平均よりも正社員の比率が高く、パートタイマーの比率が低い。
女性は全国より正社員比率が高く、パートタイマー比率が低い。（グラフ1）。

設問２）労働組合の有無について
全国と比較すると、労働組合があると答えた事業所の比率が３ポイント高い。（グラフ2）

設問３－①）経営状況について
経営状況について経年変化を見ると、平成22年度以降減少傾向にあった「良い」の割合が本年度上昇した。
また、「変わらない」の割合が増えており、「悪い」の割合が減少していることから経営状況は良くなってい
ると考えられる。（グラフ3）。

 

＜グラフ1：雇用形態別比率の全国との比較＞

石川県（全体）

全国（全体）

石川県（男性）
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石川県（女性）
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＜グラフ2：“労働組合の有無”の全国との比較＞
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次に業種別にみると、主に製造業において「良い」の割合が全業種平均（16.8％）よりも高い。しかし、
逆に「悪い」の割合においても製造業が全業種平均（30.7％）よりも高い業種が多い。
非製造業においては、「変わらない」の割合が高い。（表1）。
＜表1：“経営状況”の業種別比較＞

良い 変わらない 悪い 事業所数

食料品、飲料・たばこ・飼料製造業 実数 6 9 9 24
％ 25.0 37.5 37.5 100.0

繊維工業 実数 1 10 9 20
％ 5.0 50.0 45.0 100.0

木材・木製品、家具・装備品製造業 実数 2 6 2 10
％ 20.0 60.0 20.0 100.0

印刷・同関連業 実数 3 7 6 16
％ 18.8 43.8 37.5 100.0

窯業・土石製品製造業 実数 5 4 3 12
％ 41.7 33.3 25.0 100.0

化学工業、石油・石炭製品、ゴム製品製造業 実数 1 1 1 3
％ 33.3 33.3 33.3 100.0

鉄鋼業、非鉄金属、金属製品製造業 実数 10 27 16 53
％ 18.9 50.9 30.2 100.0

生産用・業務用・電気・情報通信・輸送用機械器具製造業 実数 5 9 11 25
％ 20.0 36.0 44.0 100.0

パルプ・紙・紙加工品、プラスチック製品、なめし革・同製品・
毛皮、その他の製造業

実数 8 8 11 27
％ 29.6 29.6 40.7 100.0

情報通信業 実数 3 10 1 14
％ 21.4 71.4 7.1 100.0

運輸業 実数 2 4 9 15
％ 13.3 26.7 60.0 100.0

総合工事業 実数 4 10 4 18
％ 22.2 55.6 22.2 100.0

職別工事業（設備工事業を除く） 実数 2 6 1 9
％ 22.2 66.7 11.1 100.0

設備工事業 実数 0 2 1 3
％ 0 66.7 33.3 100.0

卸売業 実数 3 38 15 56
％ 5.4 67.9 26.8 100.0

小売業 実数 2 16 7 25
％ 8.0 64.0 28.0 100.0

対事業所サービス 実数 6 22 7 35
％ 17.1 62.9 20.0 100.0

対個人サービス業 実数 1 11 4 16
％ 6.3 68.8 25.0 100.0

＜グラフ3：“経営状況”の経年比較＞
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設問３－②）主要な事業の今後の方針
昨年と比較すると、「強化拡大」の割合が2.4ポイント増えており、設問３－①の経営状況の結果からも経
営状況が良くなり、事業拡大を目指す事業所が増えたと考えられる。また、全国と比較すると「強化拡大」
の割合が高い。（表2）（規模・業種による分類は割愛する）。

設問３－③）経営上の障害
経営上の障害では、１位「同業他社との競争激化（42.7％）」、２位「販売不振・受注の減少（40.0％）」、
３位「人材不足（質の不足）（33.1％）」が多い。
また、昨年と比較すると、「原材料・仕入品の高騰」の割合が高くなっている。
企業規模別に見ると、小規模の事業所では「販売不振・受注の減少」の割合が最も高いが、規模が大きく
なるにつれて「人材不足（質の不足）」と「同業他社との競争激化」の割合が増えている。
業種別に見ると、製造業では「販売不振・受注の減少」の割合が最も高く、非製造業では、「同業他社と
の競争激化」が最も高くなっている（表3）。

設問３－④）経営上の強み
経営上の強みは、昨年と同じく１位「顧客への納品・サービスの速さ（昨年：29.2％→今年：30.1％）」、
２位「製品・サービスの独自性（昨年：27.1％→今年：28.2％）」、３位「製品の品質・精度の高さ（昨年：
23.3％→今年：26.3％）」が多い（グラフ4）。

＜表2：“主要事業の今後の方針”の昨年度と全国との比較＞
強化拡大 現状維持 縮小 廃止 その他 合計

石川県（H25）
実数 141 220 15 2 3 381
％ 37.0 57.7 3.9 0.5 0.8 100.0

石川県（H24）
実数 148 257 16 2 5 426
％ 34.6 60.0 3.7 0.5 1.2 100.0

全　国
実数 5016 12670 940 154 82 18862
％ 26.6 67.2 5.0 0.8 0.4 100.0

＜表3：“経営上の障害”の前年度比較＞
労
働
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・
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騰

製
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格

（
販
売
価
格
）の
下
落

納
期
・
単
価
等
の

取
引
条
件
の
厳
し
さ

金
融
・
資
金
繰
り
難

環
境
規
制
の
強
化

総
事
業
者
数

石川県
（H２５）

実数 37 124 7 45 150 72 160 109 63 86 44 10 375
％ 9.9 33.1 1.9 12.0 40.0 19.2 42.7 29.1 16.8 22.9 11.7 2.7 100.0

石川県
（H２４）

実数 31 136 13 50 181 70 179 92 88 88 51 8 426
％ 7.3 31.9 3.1 11.7 42.5 16.4 42.0 21.6 20.7 20.7 12.0 1.9 100.0

１～９人 実数 6 16 1 11 46 14 40 26 16 12 16 1 88
％ 6.8 18.2 1.1 12.5 52.3 15.9 45.5 29.5 18.2 13.6 18.2 1.1 100.0

10～29人 実数 14 44 3 11 52 24 52 39 25 33 15 7 136
％ 10.3 32.4 2.2 8.1 38.2 17.6 38.2 28.7 18.4 24.3 11.0 5.1 100.0

30～99人 実数 15 51 3 19 40 29 52 37 18 31 11 1 120
％ 12.5 42.5 2.5 15.8 33.3 24.2 43.3 30.8 15.0 25.8 9.2 0.8 100.0

100～300人 実数 2 13 0 4 12 5 16 7 4 10 2 1 31
％ 6.5 41.9 0 12.9 38.7 16.1 51.6 22.6 12.9 32.3 6.5 3.2 100.0

製造業 実数 12 55 6 20 75 41 59 65 34 51 19 5 185
％ 6.5 29.7 3.2 10.8 40.5 22.2 31.9 35.1 18.4 27.6 10.3 2.7 100.0

非製造業 実数 25 69 1 25 75 31 101 44 29 35 25 5 190
％ 13.2 36.3 0.5 13.2 39.5 16.3 53.2 23.2 15.3 18.4 13.2 2.6 100.0

全国 実数 2281 6093 327 2459 8162 2270 7811 6336 3229 3746 2034 657 18766
％ 12.2 32.5 1.7 13.1 43.5 12.1 41.6 33.8 17.2 20.0 10.8 3.5 100.0
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また、規模別に比較してみると、規模の小さい企業では「顧客への納品・サービスの速さ」、「商品・サー
ビスの質の高さ」の割合が高くなっているが、規模が大きくなると、「製品・サービスの独自性」、「技術力・
製品開発力」の割合が高くなっている（表4）。

設問４－①）従業員の週所定労働時間
労働基準法で規定されている「週40時間以下」を満たしている事業所は91.8％であり、全国平均の87.2%
よりも割合が高い（グラフ5）。

※週40時間以下の事業所の割合

＜表4：企業規模別の経営上の強み＞
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事

業

所

数
１～
９人

実数 18 20 4 9 6 17 29 11 13 11 25 18 88
％ 20.5 22.7 4.5 10.2 6.8 19.3 33.0 12.5 14.8 12.5 28.4 20.5 100.0

10～
29人

実数 43 19 22 15 24 36 36 15 30 15 21 33 133
％ 32.3 14.3 16.5 11.3 18.0 27.1 27.1 11.3 22.6 11.3 15.8 24.8 100.0

30～
99人

実数 33 27 16 13 13 37 39 18 28 16 17 17 141
％ 27.5 22.5 13.3 10.8 10.8 30.8 32.5 15.0 23.3 13.3 14.2 14.2 100.0

100～
300人

実数 11 10 5 2 5 8 8 5 6 2 5 6 31
％ 35.5 32.3 16.1 6.5 16.1 25.8 25.8 16.1 19.4 6.5 16.1 19.4 100.0

補足：昨年比・全国比はほぼ同様の傾向であった。

＜グラフ5：従業員の週所定労働時間＞

石川県
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＜グラフ4：経営上の強み＞
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	 石川県：15.3%+24.0%+52.5%=91.8%　　全　国：12.0%+27.0%+48.2%=87.2%
業種別にみると、製造業が95.2％、非製造業が88.5％で、製造業の方が割合が高い。

※週40時間以下の事業所の割合
	 製造業：12.8%+33.2%+49.2%=95.2%			非製造業：17.7%+15.1%+55.7%=88.5%

事業所規模別にみると、規模が大きくなるにつれて「週40時間以下」を満たしている事業所の割合が高く
なっている。

※週40時間以下の事業所の割合
	 	 	 1人～	 	 9人：15.6%＋13.3%＋54.4%＝	 85.3%
	 	 10人～	 29人：21.3%＋20.6%＋51.5%＝	 93.4%
	 	 30人～	 99人：	 9.8%＋32.8%＋51.6%＝	 94.3%
	 100人～300人：	 9.7%＋35.5%＋54.8%＝100.0%

設問４－②）従業員1人当たりの月平均残業時間
月平均残業時間は、平成23年から増加しており、今年は過去９年で最大となっている。（グラフ6）。（規模・

業種による分類は割愛する）。

設問３－①の経営状況別の残業時間を見ると、「良い」と答えている企業ほど平均残業時間が長い（表5）。

設問４－③）時間外労働（残業・休日労働）が割増賃金基準時間を超える頻度
半数の事業所が月45時間を超える時間外労働を行っており、およそ３割の事業所が月60時間を超える時間
外労働を行っている。

＜グラフ6：従業員1人当たりの月平均残業時間の経年変化＞

全国
石川県

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

13

12

11

10

9

8

9.63

10.31

10.52

11.55 11.73

10.18

9.56
9.94

11.01 11.14
10.83

12.09 12.09

10.15

10.55

11.66

12.30

9.08

（時間）

＜表5：経営状況別の従業員一人当たりの月平均残業時間＞
月平均残業時間

良い 16.59時間
変わらない 11.67時間
悪い 10.89時間

参考：	平成22年に労働基準法が改正され、月45時間以上の時間外労働に対しては25％以上の割増賃金、月60時間以上の時
間外労働に対しては50％以上の割増賃金を定めることが義務付けられている。

＜グラフ7：時間外労働の状況（45時間／60時間を超える人がいる月）＞

45時間以上

60時間以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%
ほぼ毎月 程度３ヵ月に１回 ごくまれにある 全くない

59 34 89 182

30 14 66 243
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設問４－④）時間外労働削減の取り組み
時間外労働削減のための取り組みについて、回答事業所の６割が時間外労働の削減のための取り組みを
行っている。（グラフ8）

また、時間外労働の削減策としては、「仕事のやり方の工夫・改善（83.9％）」、「管理職による残業時間管
理の徹底（40.5％）」といった取り組みが多い。（グラフ9）

設問５－①）従業員の有給休暇
年次有給休暇（※）の平均付与日数は全国平均が15.62日であるのに対し、石川県は16.20日であり、全国
より0.58日上回っている。しかし、平均取得日数は全国平均が7.29日なのに対し、石川県は6.35日であり、全
国より下回っている。（表6）。

※年次有給休暇
	 労働基準法により、雇い入れの日から起算して６ヶ月以上継続勤務し、全所定労働日の８割以上出勤した
労働者（パートタイマー含む）に対し、10日を付与することが定められている。

設問６－①）新規学卒者の採用について
新規学卒者の採用充足率（※）を全国と比べると、短大卒（含高専）と大学卒において全国平均を下回っ
ている。（表7）。

※採用充足率
	 採用計画人数に対する採用実績人数の割合のこと。

＜グラフ8：時間外労働の削減への取り組みの有無＞

積極的に
取り組んでいる
21.8%

ある程度
取り組んでいる
42.7%

時間外労働はない
13.0%

取り組みは
していない
22.5%

＜グラフ9：時間外労働削減策＞

83.9%

2.9%

1.7%

0.4%

16.9%

10.7%

21.1%

26.4%

40.5%
仕事のやり方の工夫・改善

管理職による残業時間管理の徹底

帰りやすい雰囲気作り

従業員との時間外労働削減の話し合い

残業・休日労働の上限の設定

ノー残業デーの実施

放送や巡回による定時退社の呼びかけ

一定時間での一斉消灯の実施

その他

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

＜表6：平均取得率の全国比較＞
平均付与日数 平均取得日数 平均取得率

全　国 15.62日 7.29日 49.58％
石川県 16.20日 6.35日 42.20％
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「平成25年度中小企業労働事情実態調査結果報告」

各学卒ごとの平均採用実績人数の経年変化について、今年度の高校卒は大幅に平均採用人数が減っており、
過去８年で最低であった平成22年と同値となっている。（グラフ10）。

専門学校卒については、例年全国平均を下回ってはいるが、本年度は若干の下降を見せている。（グラフ11）。

短大卒（含高専）については、上昇を見せており、平成17年以来初めて全国平均を上回った（グラフ12）。

＜グラフ10：“高校卒の平均採用人数”の経年変化＞

全国
石川県

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

（人）

＜グラフ11：“専門学校卒の平均採用人数”の経年変化＞

全国
石川県

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

1.9

1.7

1.5

1.3

1.1

0.9
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（人）

＜グラフ12：“短大卒（含高専）の平均採用人数”の経年変化＞

全国
石川県

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

1.8

1.6

1.4

1.2

1.0

0.8

（人）

＜表7：新規学卒者の採用充足率＞
事業所数 採用計画人数 採用実績人数 採用充足率

高校卒（石川県） 45 98 94 95.9
高校卒（全国） 1931 4714 4351 92.3
専門学校卒（石川県） 10 13 13 100.0
専門学校卒（全国） 630 1052 985 93.6
短大卒［含高専］（石川県） 14 22 20 90.9
短大卒［含高専］（全国） 285 399 374 93.7
大学卒（石川県） 57 122 105 86.1
大学卒（全国） 1404 3522 3162 89.8
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大学卒については、昨年度から減少傾向にあり、今年度も減少を見せている。（グラフ13）。

平均初任給の昨年との比較では、高校卒の技術系・事務系と大学卒の事務系以外は皆減少した。合計の平
均では前年を上回っていた。（+252円）（表8）。
全国平均との比較では、高校卒技術系・事務系、専門学校卒事務系、短大卒技術系の４項目において、全
国平均を上回っていた（表9）。資料は掲載していないが、全国平均は昨年比1,174円の上げ幅であった。全
国的に昨年より初任給は上げられているが、石川県の上昇率は低い。

設問６－②）平成26年3月の新規学卒者の採用計画について
新規学卒者の採用計画については、昨年度より「ある」が2.7ポイント多くなっている。全国との比較に
おいても石川県の方が9.6ポイント高くなっており、採用に積極的であることが分かる（表10）。

また、学卒別の採用計画の状況を見ると、高校卒では、製造業が非製造業に比べ事業所数、人数ともに多い。
大学卒では、非製造業の方が製造業に比べ採用計画人数が多く、新卒採用に積極的であると考えられる（表11）。

＜グラフ13：“大学卒の平均採用人数”の経年変化＞

全国
石川県

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

2.6
2.4
2.2
2
1.8
1.6
1.4
1.2
1

（人）

＜表8：平均初任給の前年比較＞
分類 昨年度 今年度

	高校卒 技術系 ¥158,649 ¥160,844
事務系 ¥156,810 ¥185,000

専門学校卒 技術系 ¥173,820 ¥157,375
事務系 ¥173,333 ¥168,000

短大卒
（含高専）

技術系 ¥177,039 ¥176,103
事務系 ¥167,912 ¥159,970

大学卒 技術系 ¥192,905 ¥191,050
事務系 ¥184,596 ¥188,738

平　均 ¥173,133 ¥173,385

＜表9：平均初任給の全国との比較＞
分類 全国 石川県

	高校卒 技術系 ¥158,214 ¥160,844
事務系 ¥151,648 ¥185,000

専門学校卒 技術系 ¥168,262 ¥157,375
事務系 ¥163,419 ¥168,000

短大卒
（含高専）

技術系 ¥172,995 ¥176,103
事務系 ¥168,026 ¥159,970

大学卒 技術系 ¥193,197 ¥191,050
事務系 ¥189,126 ¥188,738

平　均 ¥170,610 ¥173,385

＜表10：“新規学卒者採用計画”の前年比較と全国比較＞
ある ない 未定 合計

石川県（H25） 27.9 54.2 18.0 100.0
石川県（H24） 25.2 54.6 20.1 100.0
全　国 18.3 62.1 19.6 100.0

＜表11：“新規学卒者採用計画”の規模別比較＞
全体 製造業 非製造業

高校卒
事業所数 65 49 16
人数 137 96 41

専門学校卒
事業所数 4 0 4
人数 6 0 6

短大卒
（高専含）

事業所数 19 7 12
人数 23 8 15

大学卒
事業所数 66 34 32
人数 146 65 81
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「平成25年度中小企業労働事情実態調査結果報告」

設問７）高年齢者の雇用について
平成25年４月より、継続雇用制度高年齢者の対象者を労使協定により限定できる仕組みを廃止する「改正
高年齢者雇用安定法」が施行された。
雇用の有無については、「雇用している」と答えた事業所が77.3％であり、全国（75.2％）より多い。また、
事業所の規模別に見ると、規模が大きくなるほど雇用率が高くなり、従業員100人以上の事業所では、
97.4％が「雇用している」と答えている。
業種別に見ると、製造業の方が非製造業に比べ雇用率が高い。（表12）
また、平均雇用人数は5.06人で、全国平均（5.26人）を下回っている。

次に、高年齢者の雇用の経緯について見ると、「自社従業員を継続雇用した（96.6％）」と回答する事業者
がもっとも多かった。次いで「ハローワークを通じて雇用した（15.2％）」が多く、「取引先企業からの紹介」、
「親会社等グループ会社からの紹介」はともに3.0％に留まった（グラフ14）。

次に、高年齢者の労働条件について見ると、賃金と役職については「一律に下がる・変わる」または「個
人による」の割合が高く、変化があることがわかる。その他の項目については半数以上が「変わらない」と
回答した（グラフ15）。
また、各項目での内容についてみると、賃金を「一律に下げる」と回答した事業所における賃金の減少率
は30.91％であり、全国平均である28.85％を上回った。
高年齢者の一日の所定労働時間が「少なくなる」と回答した事業所における、一日の平均所定労働時間は
5.99日であり、全国平均の6.18日より低い。
高年齢者の週の所定労働日数が「少なくなる」と回答した事業所における、週の平均所定労働日数は4.03
日であり、全国平均の4.20日より低い。

＜表12：高年齢者の雇用の有無＞
雇用している（%） 雇用していない（%） 総事業所数（社）

石川県（H25） 77.3 22.7 383
石川県（H24） 78.0 22.0 432
全　国 75.2 24.8 19,063
1～9人 51.1 48.9 90
10～29人 77.6 22.4 161
30～99人 90.1 9.9 142
100～300人 97.4 2.6 39
製造業 89.5 10.5 200
非製造業 68.1 31.9 232

＜グラフ14：高年齢者の雇用形態＞

自社従業員を継続雇用した
取引先企業からの紹介

親会社等グループ会社からの紹介
ハローワークを通じて採用した

その他
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

96.6%
3.0%
3.0%

15.2%
7.4%

＜グラフ15：高年齢者雇用の措置＞

賃金

役職

仕事の内容

１日の所定労働時間

週の所定労働日数
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

39.2% 15.2% 45.6%

24.0% 34.2% 41.8%

12.5%

11.3%

8.0%

60.1%

60.3%

57.1%

27.4%

28.4%

34.9%

一律に下がる・変わる・少なくなる 変わらない 個人による
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設問８）賃金改定について
賃金改定の昨年との比較では、「引き下げた」「７月以降引き下げる予定」の割合が低くなり、「７月以降
引き上げる予定」の割合が高くなっている。また、全国との比較でも「引上げた」の割合が高い	（表13）。

また、賃金改定の内容について昨年と比較すると、昇給額、改定後の平均所定賃金ともに上がっている。
全国と比較しても、昇給額、平均所定賃金ともに上回っている（表14）。

平均昇給額と平均昇給率の経年変化を見ると、平成20年10月のリーマンショックの際にマイナスとなった
が、その後上昇傾向にあり、今年は平均賃金改定額・平均改定率ともにリーマンショック以前の数値に戻り
つつある。（グラフ16）

＜表13：賃金改定（昨年・全国比較）＞
引
き
上
げ
た

引
き
下
げ
た

今
年
は
実
施
し
な
い

　
（
凍	

結
）　

７

月

以

降

引
き
上
げ
る
予
定

７

月

以

降

引
き
下
げ
る
予
定

未

定

事

業

所

数

石川県（H25）
実数 210 3 74 28 0 69 429
％ 54.7 0.8 19.3 7.3 0 18.0 100.0

石川県（H24）
実数 236 9 97 20 2 65 429
％ 55.0 2.1 22.6 4.7 0.5 15.2 100.0

全　国
実数 6626 362 4359 1328 131 6025 18939
％ 25.2 1.9 23.1 7.1 0.7 32.0 100.0

＜表14：賃賃金改定内容（昨年・全国比較）＞
改定前の平均所定賃金 改定後の平均所定賃金 昇給額

石川県（H25） 247,471 252,465 4,994
石川県（H24） 244,790 248,321 3,531
全　国 242,380 246,329 3,949

注意：表のデータは回答企業の賃金合計を回答企業数で割った単純平均値です。

＜グラフ16：平均昇給額と平均昇給率の経年変化＞　
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中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業
補助金説明会を開催しました
本会では、去る2月24日（月）石川県地場産業振興センター
において、中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サー
ビス革新事業補助金の説明会を開催しました。
当日は、本会 梶川情報企画課課長補佐並びに植松情報
企画課係長より、本事業の説明及び公募の手続きについて
公募要領に基づき説明を行いました。500名を超える中小
企業等関係者にお集まりいただき、この制度に対する関心
の高さがうかがわれました。

<中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業>
【概要】 ものづくり・商業・サービスの分野で環境等の成長分野参入など、革新的な取組にチャレンジす

る中小企業・小規模事業者に対し、地方産業競争力協議会とも連携しつつ、試作品・新サービス
開発、設備投資等を支援する。

○試作品・新商品・新サービス開発や生産プロセスの改善などに使えます。
• 試作品・新商品の開発や生産プロセスの改善、新しいサービスや販売方法の導入などを行う事業に対
する補助です。

○通常で1,000万円の補助（補助率：2/3等）が出ます。
• 試作品・新商品・新サービス開発に係る経費（原材料費、機械装置費、人件費等）に使えます。
• 特定分野（医療・環境・エネルギー分野など）への投資に対しては、補助上限を引き上げた1,500万
円の補助が可能です。

• 小規模事業者のみに利用可能な特別枠（700万円の補助）があります。
○「認定支援機関」が、事業計画づくりをサポートします。
• 認定支援機関に事業計画の実効性等が確認されている必要があります。

補助対象事業
⑴  成長分野型：補助上限額（1,500万円、補助率2/3、設備投資必要）
• 環境等の成長分野参入に対する試作品開発・設備投資等

⑵  一般型：補助上限額（1,000万円、補助率2/3、設備投資必要）
⑶  小規模事業者型:補助上限額（700万円、補助率2/3、設備投資不可）
• 設備投資を伴わない開発費用を補助

募集期間
今回の公募は１次締切りは４月中、２次締切りは６月中を目処に採択を行う予定です。
• 受 付 開 始：平成26年2月17日（月）
• 1次締切り：平成26年3月14日（金）
• 2次締切り：平成26年5月14日（水）

●詳しくは、下記石川県地域事務局まで、お問い合わせ下さい。
<石川県地域事務局> 石川県中小企業団体中央会「いしかわものづくりセンター」
 石川県金沢市鞍月2-2　繊維会館1階
 TEL　076-255-6280／FAX　076-255-6279
 石川県中小企業団体中央会ホームページ http://www.icnet.or.jp/

説明会の様子
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中央会事業だより Business report

開催会場移転のお知らせ
~技で魅せるいしかわの伝統工芸実演会~
北陸新幹線開業を来年に控え、観光客の窓口である「金沢ステーションギャラリー」が本年1月
をもって、新幹線の工事に伴い使用ができなくなりました。そこで観光客を中心に「伝統工芸王国
石川」のPRを行うため場所を「石川県政記念しいのき迎賓館」に会場を移し、実演会を行うこと
にいたしました。どうぞお気軽にお立ち寄りください。

= 実　施　概　要 =
1. 　開催日及び実演内容
平成26年2月15日（土）、16日（日）：加賀友禅（彩色）、加賀象嵌
平成26年3月 1日（土）、  2日（日）：加賀友禅（彩色）、輪島塗（蒔絵）
平成26年3月15日（土）、16日（日）：加賀友禅（彩色）、山中漆器（蒔絵）

2. 　開催時間 実施日の午前11時～午後4時
3. 　実施会場 石川県政記念　しいのき迎賓館
  （1階しいのきプラザ前スペース）

平成26年度中小企業制度融資説明会開催のご案内
本会では、中小企業の金融円滑化を図るために下記のとおり標記説明会を開催いたしますので、
多数ご参加下さいますようご案内いたします。
また、所属組合員（会員）の皆様へのご周知並びに参加ご勧奨方につきましても、ご協力のほど、
よろしくお願い申し上げます。 ＊事前の申込みは必要ありません。

開　催　日　時 開　催　場　所 制　度　説　明　機　関

（金沢会場）
平成26年4月8日（火）
　　13:30～

石川県地場産業振興センター
本館2階第1研修室
金沢市鞍月2丁目1番地
TEL:076-268-2010

•石　川　県
•（財）石川県産業創出支援機構
•（社）石川県鉄工機電協会
•石川県信用保証協会
•（株）商工組合中央金庫
•（株）日本政策金融公庫

（小松会場）
平成26年4月9日（水）
　　13:30～

小松市民センター2階セミナールーム
小松市大島町丙42-3
TEL: 0761-24-6101

（七尾会場）
平成26年4月10日（木）
　　13:30～

七尾商工会議所2階大ホール
七尾市三島町70-1
TEL:0767-54-8888

（輪島会場）
平成26年4月11日（金）
　　13:30～

輪島商工会議所5階507会議室
輪島市河井町20－1－1 
TEL:0768-26-2360

※ 開催会場近隣市町の制度融資につきましては、各会場において次の資料を用意する予定です。

◎共催:石川県商工会議所連合会、石川県商工会連合会
◎お問合せは:石川県中小企業団体中央会　情報企画課　TEL 076-267-7711

しいのき迎賓館実演の様子



石川県中央会会報 15

県内の情報連絡員報告 REPORT
景
況

県内の情報連絡員報告

○平成26年1月期において、ＤＩ値で見ると、昨年同月比をもとに前月との増減を比べた場合、４
項目が改善しているものの、その改善幅はわずかであり、主要３項目においては「売上高」はやや後退、

「収益状況」「景況」は共にわずか1.7ポイントの改善に留まっていることから、先月と同様停滞感が見られる。

○製造業においては、２項目で改善、3項目で横這い、4項目で悪化と先月同様停滞感が見られるものの、「収
益状況」以外は比較的高い水準を維持出来ている状況にある。好調を維持している分野は、駆け込み需要と
降雪が少なかったことで取引が活発化した木材・木製品製造業、中国・インド向け繊維機械関連と工作機械
関連が好調な一般機器製造業であった。なお、「収益状況」の悪化は、円安によるコスト増によるものである。
トータルして横這いの製造業であったが、「設備操業度」と「景況」は好転していたことから、今後に期待
したい。

　
○非製造業においては、２項目で改善、４項目で横這い、２項目で悪化とこちらも先月同様停滞感が見られる。

概ね横這いであったのは、雪が少なかったことから冬物の動きが鈍かった小売業、初売りセールは好調であっ
たがその後週末の天候不順の影響を受けた商店街、休みの割に宿泊客は伸びなかった旅館・ホテル業であっ
た。特に落ち込みが激しかった項目は「売上高」で、それは公共事業並びに民間需要が共に落ち込んだこと
に加え、少雪から除雪作業が激減した建設業、休みが多く全体的に取引量の少なかった運輸業が要因であっ
た。このような中、好調であったのは、消費税増税前の住宅関連資材や新幹線・防災関連需要の多かった卸
売業、消費税増税前の買換えと新築住宅用機器需要の大きかった電器小売業であった。

　　
○2014年度採用（14年春入社）状況については、全業種では「2013年と変わらない」が最も多く、「2013

年より増加」との回答は11.6％にとどまった。製造業においては、「変わらない」が最も多く、次いで「2013
年より増加した」と続いたが、増加したとの割合は14.3％にとどまった。「2013年と変わらない」の理由は、
“受注は増えないと考える” “先行きが不透明” というものが多く、来年度の経済環境について、楽観視して
いない企業が多いようである。一方「増加した」の理由は、一般機器製造業において、“外需が伸びそう” “中
小企業の設備投資が増えてきた” というものであり、製造業の中でも限られた分野だけが事業の活発化を期
待できるようである。非製造業では、「変わらない」が最も多く、次いで製造業とは異なって、「減少した」
と続いた。「変わらない」の理由は、“消費増税後の景況が不透明” “売上が伸びない” が多かった。非製造業
は個人消費の影響を強く受けるので、消費増税の影響を懸念しているのと、昨年の調査においても非製造業
では景気好転の実感が持てないという声が多かったことから、このような結果になったと考えられる。一方、
わずかであったが、「増加した」と回答したのは、旅館・ホテル業で、その理由は “北陸新幹線開業前の人
員確保” というものであった。

平成26年

1月
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県内の情報連絡員報告REPORT
景
況
平成26年 天気図１月期

全　　体 製造業 非製造業

売 上 高 37.9
（－6.9）

48.4
（0.0）

25.9
（－14.8）

在 庫 数 量 6.4
（2.1）

9.7
（－3.2）

0.0
（12.5）

販 売 価 格 1.7
（0.0）

9.7
（0.0）

－7.4
（0.0）

取 引 条 件 －8.6
（－6.9）

－6.5
（－13.0）

－11.1
（0.0）

収 益 状 況 －1.7
（1.7）

－6.5
（－3.3）

3.7
（7.4）

資 金 繰 り －3.4
（0.0）

0.0
（0.0）

－7.4
（0.0）

設備操業度 29.0
（6.4）

29.0
（6.4） －

雇 用 人 員 0.0
（－6.9）

9.7
（－12.9）

－11.1
（0.0）

業界の景況 13.8
（1.7）

22.6
（6.5）

3.7
（－3.7）

※（　）内の数字は前月とのポイント差

天気図の見方
各景況項目について「増加」（又は「好転」）と
の回答を頂いた業種割合から「減少」（又は「悪
化」）との回答を頂いた業種割合を引いた値を
もとに作成しました。その基準は次の通りです。

快晴
25以上

晴れ
10～25
未満

くもり
10未満～
－10未満

雨
－10～
－25未満

大雨
－25以下

※主要3項目（売上高・収益状況・業界の
景況）の平均値

晴れ
16.7

全体の景況感
前年同月比

景況の推移（前年同月比）石川県分（主要３項目）
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Information

お
知
ら
せ

本会では、中小企業が正確な経営情報を獲得し、適切な経営判断を支援するため、組合、中小企
業任意グループ及び公益法人等を対象とし、専門家を招聘し、事業運営等の相談に応ずることを目
的とした個別専門相談室（無料）を設けておりますのでお気軽にご相談下さい。
相談は予約制（30分ごと）のため、希望の方は当日までに本会へご連絡願います。また、予約多
数の場合は、相談時間の短縮をお願いする場合がありますので予めご了承下さい。

＊連絡先　総務課　TEL 076-267-7711

《日　程》
開　催　日 時　　　間 内　　　容 専門相談員

3月20日(木) 10:00〜12:00
13:00〜15:00

税 務・ 経 営 相 談
法　 律　 相　 談

税 理 士　坂井　昭衛
弁 護 士　久保　雅史

《場　所》
金沢市鞍月２丁目 20 番地
石川県地場産業振興センター新館５階　石川県中小企業団体中央会　会議室

個別専門相談室開催のご案内

｢領収証｣等に係る印紙税の非課税範囲が
拡大されました 平成26年4月1日施行

掲 載
URL

http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/
inshi/pdf/inshi-2504.pdf 国税庁ホームページ

[主なポイント]
現在、「金銭又は有価証券の受取書」については、記載された受取金額が３万円未満のものが非課税とされて

いますが、平成26 年４月１日以降に作成されるものについては、受取金額が５万円未満のものについて非課税
とされることとなりました。

平成25年度補正予算案・平成26年度予算案・
税制改正案
掲 載
URL

http://www.chusho.meti.go.jp/24fyHosei/
131224pointA4.pdf 中小企業庁ホームページ

[主なポイント]
中小企業・小規模事業者対策のポイント
•ものづくり・商業・サービス業革新補助金
•商店街活性化支援補助金
•創業促進補助金
•交際費課税の特例措置の拡充　など

〈こちら中小企業関連情報室〉
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石
川
県
内
の
酒
販
店
有
志

で
つ
く
る
「
い
し
か
わ
リ

キ
ュ
ー
ル
研
究
会
」
は
20
日
、

金
沢
産
の
ユ
ズ
と
シ
ョ
ウ
ガ
を

使
っ
た
リ
キ
ュ
ー
ル
「
金
沢
ゆ

わ
く
柚
子
と
生
姜
の
お
酒
」
を

発
売
し
た
。
同
研
究
会
の
「
ご

当
地
リ
キ
ュ
ー
ル
」
第
３
弾
と

な
る
。

「
金
沢
ゆ
わ
く
」

は
湯
涌
地
区
産
の
ユ

ズ
と
大
桑
地
区
産
の

シ
ョ
ウ
ガ
を
、
や
ち

や
酒
造
（
同
市
）
の

本
醸
造
酒
に
漬
け
込

み
、
爽
や
か
な
口
当

た
り
に
仕
上
げ
た
。

県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
が
開
発
を
支
援

し
た
。
ラ
ベ
ル
に
は

湯
涌
ゆ
か
り
の
画
家

竹
久
夢
二
の
美
人
画

を
採
用
し
た
。

３
０
０
㍉
㍑
入
り
瓶

が
１
５
０
０
円
（
税

別
）。
２
８
０
０
本

限
定
で
、
県
内
の
酒
販
店
な
ど

８
店
で
販
売
す
る
。

同
日
、
金
沢
市
湯
涌
町
の

旅
館
「
か
な
や
」
で
お
披
露
目

式
が
行
わ
れ
、
会
員
ら
25
人
が

完
成
を
祝
っ
た
。
湯
涌
の
旅
館

が
「
金
沢
ゆ
わ
く
」
に
合
う
料

理
を
提
供
し
た
。　

金
沢
市
兼
六
町
の
石
川
県

観
光
物
産
館
は
22
日
、
約
20
年

ぶ
り
と
な
る
１
階
、
地
下
１
階

の
全
面
改
装
を
終
え
て
オ
ー
プ

ン
し
た
。
地
酒
屋
や
食
品
が
並

ぶ
物
販
フ
ロ
ア
の
陳
列
ス
ペ
ー

ス
を
拡
充
し
た
ほ
か
、
和
菓
子

に
関
す
る
風
習
や
道
具
を
展
示

す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
新
設
し
、

石
川
の
食
文
化
や
工
芸
を
広
く

発
信
す
る
。

新
た
に
県
菓
子
工
業
組
合

の
「
石
川
県
菓
子
文
化
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
と
浅
野
太
鼓
楽
器
店

（
白
山
市
）
の
「
太
鼓
の
世
界 

浅
野
太
鼓
」
を
設
け
た
。
菓
子

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
氷
室
ま

ん
じ
ゅ
う
、紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
、

紅
白
の
鏡
餅
な
ど
季
節
ご
と
に

異
な
る
和
菓
子
を
食
べ
る
石
川

の
文
化
を
紹
介
。
落
雁
の
木
型

な
ど
の
道
具
を
展
示
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、

石
川
県
地
酒
振
興
協
同
組
合
な

ど
第
30
回
か
な
ざ
わ
冬
の
旅
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
い
い
ね
金

沢
」
地
酒
・
新
酒
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
た
。
観
光
客
ら
が
地
酒

を
試
飲
し
、
香
り
や
味
を
堪
能

し
た
。
３
月
30
日
ま
で
。

平成26年2月21日（金）／北國新聞朝刊掲載

いしかわリキュール研究会
～いしかわリキュール研究会完成祝う～

「爽やかご当地酒完成」

お披露目式の様子

平
成
26
年
２
月
23
日
（
日
）
／
北
國
新
聞
朝
刊
掲
載

協
同
組
合
石
川
県
観
光
物
産
館

〜
県
観
光
物
産
館 

展
示
コ
ー
ナ
ー
新
設
〜
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社会を包み支え、心通うソリューションを。社会を包み支え、心通うソリューションを。社会を包み支え、心通うソリューションを。社会を包み支え、心通うソリューションを。

ライフラインや行政・教育などあらゆるシーンで
唯一無二の存在となった情報通信。
卓越したノウハウと技術が自慢のICCは、
今日も皆様の心に寄り添い、暮らしを包み支える
IT情報サービスを提供しています。

ライフラインや行政・教育などあらゆるシーンで
唯一無二の存在となった情報通信。
卓越したノウハウと技術が自慢のICCは、
今日も皆様の心に寄り添い、暮らしを包み支える
IT情報サービスを提供しています。

http://www.icc.co.jp
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石川県中小企業団体中央会では、組合員の企業経営並びに従業員の福利厚生を充実するため、会員の
皆様に中央会損害保険集団扱制度（自動車保険・火災保険）のご加入をお勧めしております。
つきましては、本制度について引受損害保険会社の取扱代理店が説明させて頂きたく、訪問した際には
よろしくお願いいたします。

◎保険料は、一般契約より5％割安です。（保険料一時払の場合）
◎手続きは、年１回払い、口座引落しです。
◎下記損害保険会社と契約を行っている方は、現在契約している取扱代理店で制度利用が出来ます。
◎自動車保険
　・既加入自動車保険は、無事故割引などをそのまま継承できます。
　・業務用車両も対象になります。
◎火災保険
　・普通火災、住宅火災、住宅総合、店舗総合、団地保険が対象となります。

（中央会指定の確認票を提出願います。）
◎中央会の会員（組合・企業・団体）◎会員の傘下企業、事業主及び従業員

特　徴

対　象

★【自動車保険・火災保険】

石川県中小企業団体中央会 TEL.076‐267‐7711
〈本制度引受損害保険会社〉

三井住友海上火災保険株式会社………TEL.076‐223‐9912
金沢支店　〒920-0918 金沢市尾山町6番25号

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社………TEL.076‐264‐7811
金沢支店　〒920-0906 金沢市十間町5番地

日本興亜損害保険株式会社………TEL.076‐222‐8610
北陸支店営業第１課　〒920-0869 金沢市上堤町2番28号

富士火災海上保険株式会社………TEL.076‐222‐0005
金沢支店　〒920-0962 金沢市広坂1丁目2番24号

お問合せ先

《損害保険集団扱制度の概要》《損害保険集団扱制度の概要》《損害保険集団扱制度の概要》《損害保険集団扱制度の概要》

県中央会県中央会

会員 会員 会員

従業員 従業員 従業員 従業員 従業員 従業員 従業員

損害保険集団扱制度のご案内
★【自動車保険・火災保険】

損害保険集団扱制度のご案内損害保険集団扱制度のご案内

（2014年3月作成）
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事務局
西海有希子 さん
真脇　杏奈 さん
川口　文子 さん
　　　（右から）

くみWai広場

事 務 局さん事 務事 務事 務事 務事 務事 務事 務事 務事 務 局
こんにちは

石川県いか釣生産直販協同組合

編集者H

こ
の一
言
、あ
の
名
言 

【
冬
季
五
輪
の
メ
ダ
リ
ス
ト
た
ち 

編
】

今後、よりよい誌面づくりを行うために読者の皆さんからのご意見、ご要望をお伺いしたいと思いますので、同封
のプレゼント付き読者アンケート回答へのご協力をお願いします。少しでも多くの“声”をお待ちしています。

回答は中央会　FAX ： ０７６-２６７-７７２０ までお送り下さい。

From 編集室

当コーナーに登場していただける事務局さんを募集中です！ 自薦、他薦は問いませんので、中央会事務局まで連絡をお待ちしています！

プレゼントクイズ
事務局さんで取材させていただいた石川県いか釣生
産直販協同組合は「能登○○屋さん」の愛称で地元の
方々にも親しんでいただける組合を目指しています。
○にあてはまる２字をお答えください。

「能登○○屋さん」
正解者の中から抽選で３名の方に、粗品を差し上げます。

西海：企画事務
真脇：お客様からの注文受付など
川口：経理事務担当

西海：企画事務
仕事の内容を教えて下さい

西海：雨にも負けず風にも負けず!!　
真脇：一生懸命！　
川口：成せば成る成さねば成らぬ何事も　

西海：雨にも負けず風にも負けず!!　
「座右の銘」「好きな言葉」は何ですか？ 組合のＰＲをお願いします

当組合は能登小木港で水揚げした船凍イカを、当産地にお
いて加工を施し販売を行うことに初めて取り組み、その事業強
化のために設立されました。全国の方に能登小木港の船凍イ
カを知ってもらいお使いいただくことを使命とし、先駆者とし
ての誇りを持ち、まじめにイカ商品の開発・製造・販売に取り組
んでいます。「能登いか屋さん」の愛称で地元の方々にも親し
んでいただける組合を目指しています。

一
．自
分
に
自
信
に
な
る
も
の
を
、ひ
と
つ
で
も
いい
か
ら
手
に
入
れ
る

 

【
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
　
船
木
和
喜
】

一
．失
敗
し
た
ら
、そ
の
時
点
で
次
を
考
え
れ
ば
いい

 

【
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
　
荻
原
健
司
】

一
．非
常
識
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
、結
果
を
出
せ
ば
常
識
に
変
わ
る

 

【
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
　
清
水
宏
保
】

一
．自
分
も
痛
く
な
い
と
思
え
ば
痛
く
な
い
。心
を
強
く
持
つ
た
め
に
言
わ
な
い

 

【
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
　
浅
田
真
央
】

一
．ま
た
金
メ
ダ
ル
とい
う
目
標
が
で
き
た

 

【
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
　
葛
西
紀
明
】

日本人選手がフィギュアスケート
やジャンプ、スノーボードなど様々
な種目で活躍したソチでの冬季オ
リンピックも終わり、あたたかい陽
気を感じる春の季節がやってきまし
た。今回の特集号で今年度の会報
も最後の発刊となります。昨年春か
ら新しくこの会報誌の担当をし、こ
こまでやってこられたのも、前担当
のE先輩を始め、取材先の組合の
方々など皆さんのおかげです。次号からも会報誌の担当となるかわかりません
が、これからも様々な会員様に有益な情報をご提供できる「石川県中央会会
報」になれればと思います。

西海：いしりコンテストとフォトコンテストで最優秀賞をも

最近、「１番うれしかったこと」又は「感動したこと」
は何ですか？

らった事
真脇：成人式で久しぶりに同級生に会えた事
川口：子供の成長です


	01_目次_14年特集号_140308
	02_10_中小企業の労働事情_14年特集号_140308
	03_事業だより14年特集号_140308
	04_中央会からのお知らせ14年特集号_140308
	05_新聞掲載記事14年特集号_140308
	06_通常広告_14年特集号_140308
	14年度会報特集号_表紙別色_140308
	くみWai広場_14年特集号_140308

